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競争優位への【ビジネス構造化】

～経営改革・管理フレームワークとしての
【ビジネス構造モデル】の提唱～
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構成

１．経営・改革における課題の認識

２．これからの経営改革と管理のフレームワーク ～ ビジネス構造化

３．ビジネス構造化のアプローチ
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本日のテーマ

CEO,CFO,CIOが活用すべき

競争優位レベルに向けた、
経営のビジョニング、実行、マネジメントの方法論

【ビジネス構造化】

・あくまでも実践的であることに意味 （実務上の知見を抽象化）
・しかし、先端の経営理論、IT理論の結実 （理論的妥当性）

本日はその概要。
詳細は別途、個別。
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競争優位への経営の重要課題 ～まとめ(1/2)

プロセス

組織

経営Platform
（IT等）

ビジネスケース
/投資選択

プロセス

組織

経営Platform
（IT）

AMO

BPO

基盤MO

ビジョン策定 / プラン策定

実行 運用
戦略策定 ビジョン化/

ﾄﾗﾝｽﾌｫｰﾒｰｼｮﾝ/
計画化

（ビジネス構造化)
構築

(システム設計・
開発等）

業務設計
（要件定義）

改革プログラム・マネジメント （PMO)

ビジョンと実行の２つの断絶

２つの断絶

戦略や改革が、
１．【ビジョン】として全体最適化・現場業務への一体化（つまりパフォーマンス最大化となるモデル化）

２．さらに【実行】（ビジョンモデルが余さず）に連動すること
が重大課題
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競争優位への経営の重要課題 ～まとめ(2/2)

それ以前に ～ 経営資産の認知不足

●自社の経営資産を構造的に理解していない

•業務プロセス（アクティビティ）レベル
•組織/制度
•支えるITリソース

•支える人的リソース

存在
相互関係
相互関連

●自社の経営資産の活用・再利用可能性の追求

全体最適指向の限界個別対応指向の限界
・スコープが大きすぎ挫折
・巨大な改革投資・数年後には却ってボトルネックに

経営資産の
構造的な認知の不足

そもそも自社の持つ【経営資産】（有形・無形）の構造的把握 ⇒ 【可視化】の本質
１．ケーパビリティ
２．プラットフォーム

（価値・制約と継承・再利用可能性）
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競争優位への経営の重要課題 ～これまでの方法論とビジネス構造化

BIの時代

【ビジネス構造化】
の時代

・BPR+ERP
・リソースとしての組織、
プロセス認識（部分的）

・全体
・一体
・連動

戦略ポジショニング
・・・・・・・・・・・

SIの時代
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構成

１．経営・改革における課題の認識

２．これからの経営改革と管理のフレームワーク ～ ビジネス構造化

３．ビジネス構造化のアプローチ
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経営改革・管理フレームワーク ～競争優位への経営管理要件

競争優位への経営管理要件 ⇒【構造化】今の【経営改革・管理】に欠けているもの

経営から業務、
業務からITへの一貫

経営・業務(現場）・IT一体の

階層的構造化フレームワーク
（上下連動型）

既存リソースの認知・
再利用可能な【知見】化）

知見の共有化・再利用化を促進し、
時間的な柔軟性を持つフレーム

（継承・再利用型）

全体最適（ｼﾅｼﾞｰ）へ
向かわせる手法

経営・業務の【ケーパビリティ】の
可視化・体系化フレームワーク

（プロセス統合型）

自律的に改革へ向かわせる、
状況の可視化、改革機会の

見出しやすい手法

改革機会を発見する、
横断的フレームワーク

（俯瞰型）
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経営改革・管理フレームワーク ～ビジネス構造化 (１/２)
【ビジネス構造モデル】 ：「ケーパビリティ」の体系化 （プロセス統合視点）

経営ビジョン/管理プロセス

生産プロセス 流通プロセス 小売・顧客プロセス

財務サービスプロセス

人的サービスプロセス

ITサービスプロセス

物的サービスプロセス

価値創出ビジョン・プラン 価値創出実行（経営レベル） 価値創出管理/評価

R&D
原料 製造 輸送 在庫 取引

（ﾄﾚｰ
ﾃﾞｨﾝｸﾞ）

販売/
契約

提供/
請求

顧客
サー
ビス

需要
開発/
マーケ
ティ
ング

c.SCM改革 d.顧客軸経営（CRM改革）

バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン
改
革(b)

：
シ
ェ
ア
ド
・サ
ー
ビ
ス
化

SCM戦略SCM診断

a.価値創出戦略立案 b.ビジネス構造化／経営管理
価値診断
事業戦略

業績管理
システム

顧客軸経営診断 顧客軸戦略

マーケ／
セールス改革

顧客管理改革
請求統合化

顧客統合/ＣＩＳ

コールセンター

改革PMO コンプライアンス
/ガバナンス

経営-IT
一体構造化

Ｍ＆Ａ後
統合

構造化診断

ビジネス構造改革

ＳＶＡ分析
シナリオ分析
グループ戦略

バリューチェーン改革とマネジメント(b) ：価値創出機会分析とバリューチェーンの再構成

e.財務マネジ

メント改革

f.HRM改革

g.ITマネジメント

改革

h.EAM改革

財務戦略
財務マネジメント診断

ＨＲＭ戦略
ＨＲＭ診断

ＩＴ戦略
ＩＴマネジメント診断

ＥＡＭ戦略
ＥＡＭ診断

財務プロセス/ERPシステム改革（PostERP改革等）

コンプライアンス・マネジメント（Sox対応等）

新規事業戦略
M&A戦略

R&D
改革

PLM等

原料調達
改革

生産管理
改革

ロジスティ
ックス
改革

トレー
ディング
マネジ
メント

IT投資効果システム
IT効果創出PMO

ITプラットフォーム構造化（SOA/EA)
IT開発プロセス標準化 ITｾｷｭﾘﾃｨ

管財プロセス改革
設備保全プロセス改革

資材調達プロセス改革

人材統合管理 HRMプロセス改革

スキルマップマネジメント

開発プロセス

リード・
プロセス

コア・
プロセス 最

終
顧
客

サポート
サービス・
プロセス
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経営改革・管理フレームワーク ～ビジネス構造化 (２/２)

基本軸（共通データ） 顧客 社員 ・・・

業務固有データ ・・・
データ標準

デ
ー
タ
層

共通アプリ
（ユーティﾘティサービス）

日付 アクセス ・・・

業務固有アプリ
(ドメインサービス）

・・・
サービス規約（アプリ標準／テンプレート）

ア
プ
リ
層

～機能

技
術
基
盤
層

技術アーキテクチャ層
（基盤サービス）

インフラ層 ＨＷ／ＮＷ／基本ソフト

実行
基盤

運用
基盤

開発
基盤

長期的・固定的
価値創出の基盤

かつ制約要因

可変的・臨機的
価値創出の直接要因

支える基盤・制約要件／構造化原則

【サ
ー
ビ
ス
】で
業
務
層
と
連
結

【ビジネス構造モデル】：全体俯瞰構造化（俯瞰視点）
経営・業務と、IT階層の一体構造化 （上下連動視点）
再利用構造化 （継承・再利用視点）

ステークホルダ
戦略的重点と網羅

経営ビジョン（戦略）層

全体俯瞰層（ケーパビリティ体系）

プロセス層

サービス層（PF接点）

業務プロセス単位

業務サービス 情報構成

責任単位構成

経
営
・業
務
層

IT

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
層

経
営
・業
務
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
層

ビジネスの
構造階層

人的プラットフォーム層

設備プラットフォーム層



ザカティーコンサルティング株式会社 10

経営改革・管理フレームワーク ～ビジネス構造化の７つのポイント

【構造化のキーポイント】 ：

①「ケーパビリティ」体系化 （プロセス統合視点）＋全体俯瞰構造化 （俯瞰視点）

ポジション(外）と

ケーパビリティ／リソース（内）
全体俯瞰のフレームワーク化

パフォーマンスとリスク両面 構造理解 ＝真の可視化

②経営・業務と、IT階層の一体構造化 （上下連動視点）

業務視点のSOA :サービス層

ベースとしてのEA

③再利用構造化 （継承・再利用視点）

資産の2つの性質

ケーパビリティとプラットフォーム
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経営改革・管理フレームワーク ～効果の総括

【効果】の総括 ：

競争優位の基礎
（ベース）

徹底した効率化 ～ 低コスト構造化
習熟曲線、規模効果の最大化のみならず
⇒ 構造的な業務共同化、IT等リソース再利用

競争優位の実現
（模倣されにくい
即効成果）

収益につながる構造的取り組みによるパフォーマンス最大化
相対ポジション（収益構造） ＊ 自社リソース の真のシナジー （客指向等）
関連性の可視化による把握で、判断精度向上
リスクとパフォーマンスの一体的理解

現実的に予測可能は３～5年後に備えた、戦略的【柔軟性】の確保
M&A
事業の環境変動 （IT等プラットフォームの再構築投資 1/10以下

競争優位の確立
（対応力の差による

決定的な
時間軸アドバンテージ）

IT-ROI
人材-ROI
・・・
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構成

１．経営・改革における課題の認識

２．これからの経営改革と管理のフレームワーク ～ ビジネス構造化

３．ビジネス構造化のアプローチ



ザカティーコンサルティング株式会社 13

基本アプローチ

構造化の必要性／現状大枠把握
ステージ

構造化プログラム

パイロット領域
での分析

Jsox対応の

レビュー時
に課題出し

・業務から
・ITから

状
況
に
応
じ
た
取
り
組
み
の
始
め
方

構造化ビジョン・プラン
構造化
診断 基本要件と仮説設定

AS-IS把握

・戦略・環境認識面
・財務面
・顧客等価値面
・ケーパビリティ面
（含,既存リソース認知）

改革プログラム
実行

改革機会／ToBe設定

・俯瞰、統合、連動視点
・【競争優位】目的

実行プログラム策定

・既存資産継承・再利用視点
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J-Sox対応を契機として、構造化へ取り組むアプローチ
対象スコープ大

ザカティー・コンサルティングのメニューベース

STEP1&2：法対応、および、全体視点での

内部統制確立と課題出し

Step3：全体レビューにより

把握した課題の対応

経営
ビジョン／
経営管理
レベル

業務
プロセス
レベル

IT
プラット
フォーム
レベル

B.企業プロセス全体（統合メニュー）A.リスク／コントロール（個別メニュー）
法対応 リスク管理構築・強化 企業改革

内部統制（経営層ガバナンス）システム

事業リスク管理システム

内部統制（従業員ガバナンス）システム

ITマネジメント改革

ビジネス構造化

ITセキュリティ・コントロール

ネットワーク・セキュリティ・コントロール

上記プロセスの
リスク管理対応の情報システム構築

各業務プロセス改革

事業／セグメント構成見直し
（戦略）

顧客のテーマ

これを機に、システム
再構築・最適化

リ
ス
ク
診
断

（
環
境
や
重
要
対
象
の
認
識
）

・会社法対応
・Jsox対応

：2008年中

・

（スペシフィック・
メニュー）

コンプライアンス
(財務諸表虚偽

リスク）

事業リスク管理システム
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ITからのアプローチ ～ＥＡ・ＳＯＡからビジネス構造化への展開

ビジネス構造モデル（概要）

①既存リソースのツール統合

＝ 『狭義のSOA』

（→ﾂｰﾙﾍﾞﾝﾀﾞｰ視点）

②サービス単位の論理化と
疎結合化

＝ 『本質的なSOA』

（→全体のｻｰﾋﾞｽ構造化）

③EA+SOA+ﾋﾞｼﾞﾈｽ全体俯瞰
＝ 『ビジネス構造化』

（→真のEA化）

＜ビジネス構造化への展開＞

基本軸（共通データ） 顧客 社員 ・・・

業務固有データ ・・・
データ標準データ層

(DA)

共通アプリ 日付 アクセス ・・・

業務固有アプリ
・・・

サービス規約（アプリ標準／テンプレート）アプリ層
(AA)

～機能

技術基盤層
(TA)

技術アーキテクチャ層
（ESB,EAI、プラットフォーム）

インフラ層 ＨＷ／ＮＷ／基本ソフト

実行
基盤

運用
基盤

開発
基盤

業務実現基盤・業務の制約要件／構造化原則

戦略層

全体俯瞰層

プロセス層(BA)

サービス層（IT接点）

SLA
KPI

モ
デ
ル
化

①
既存リソース

統合

・ESBで接続

・ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ層
で統一 (Web化)

等
ツール主導
による連携

【サ
ー
ビ
ス
】で
業
務
層
と
連
結

サービス層（IT接点） ②サービス単位の論理化

一般的なＥＡの対象領域

IT

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
層

経
営
・業
務
層

③
ビ
ジ
ネ
ス
構
造
化
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以上、【ビジネス構造化】の提唱。
より詳細なお話に関しましては、
下記まで、ご遠慮なくお問い合わせください。

《お問合せ先》

■ザカティーコンサルティング株式会社

サービス統括GM

ディレクター 武井 淳 jun.takei@zacatii.com

〒105-0022 東京都港区海岸１－１６－１ ニューピア竹芝サウスタワー1３F
TEL 03-4560-2200（代表） FAX 03-4560-2201
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ザカティー・コンサルティングご紹介
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経緯

2005年8月、弊社の親会社は、株式譲渡により仏キャップジェミニ社から、株式会社エヌ・ティ・ティ・デー

タに移るとともに、両者間の業務提携による新しいグローバル・アライアンス・パートナーシップとなる。

株主構成 株式会社ＮＴＴデータ 95%
Capgemini U.S., LLC* 5%

1997年 2月 「日本アーンストアンドヤング コンサルティング株
式会社」設立

2000年 5月 「日本キャップジェミニ・アーンストアンドヤング株式
会社」に社名変更

2004年 4月 「日本キャップジェミニ株式会社」に社名変更

2005年10月

「ザカティーコンサルティング株式会社」として、
ビジネスと資本を再構成。強力に再スタート。
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ザカティー・コンサルティングの サービス領域

顧客の変革の触媒（＝【改革参謀】）として、【高付加価値型】サービス提供
・改革のビジョンおよびプランの立案 ⇒ ITへ連動する構造化 ⇒ 業務設計・要件定義 ⇒ 改革マネジメント

・【経営視点】による企業ケーパリティ全体の統合性・関連性を重視したサービス

・経営/業務側から、ITにつながる構造化と、価値創出までの一貫マネジメント

ビジョン策定 / プラン策定

実行 運用
戦略策定 ビジョン化/

ﾄﾗﾝｽﾌｫｰﾒｰｼｮﾝ/
計画化

（ビジネス構造化)

プロセス

組織

経営Platform
（IT等）

ビジネスケース
/投資選択

構築
(システム設計・

開発）

業務設計
（要件定義）

プロセス

組織

経営Platform
（IT）

SAP

AMO

BPO

改革プログラム・マネジメント （PMO)

基盤MO

他

経営・業務の側に立った【価値創出】へ
の【経営・業務視点】マネジメント

経営・業務の側に立った【価値創出】へ
の【経営・業務視点】マネジメント

改革成功のカギとな
る経営・業務・ITの

【構造化】に強み

改革成功のカギとな
る経営・業務・ITの

【構造化】に強み

改革を【継続すべきサイクル】の
観点から捉え、

アウトソーシングの実施

改革を【継続すべきサイクル】の
観点から捉え、

アウトソーシングの実施

NTTデータを中心とし
た、SIと一体となった

Execution

NTTデータを中心とし
た、SIと一体となった

Execution
サービス領域
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ザカティー・コンサルティングの市場ポジション

Service／Industry面Visioning／Execution （サービス領域）面

ServiceVisioning
中心

特化型
（SI)

：SIベンダー

・Ｖｉｓｉｏｎ／Ｐｌａｎをコア領域に徹底した【高付加価値】指向

・ネットワーク・アライアンス活用によるＥｘｅｃｕｔｉｏｎ連動

・顧客状況に応じたカスタマイズなど、

総合型にない柔軟性・機動性

Execution
中心

特化型
（戦略)

：戦略ファーム 総合型
：元会計事務所系ファーム 等

ネットワーク統合型
：Zacatii

・【改革参謀】として、

領域細切れではなく、経営視点での統合サービス

・インダストリ横断の視点から改革視点

総合型

ネットワーク統合型
：Zacatii

all

特化型
（ニッチ）

specific

Industry
(Client)specific all
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グループとのシナジー

Zacatiiは、小規模ファームの機動力と大企業の経営資源を併せ持っています。

これは競合にない、ユニークな立ち位置になります。
これらを併せ持つことでクライアントのニーズと期待にフォーカスし、真の高付加価値を提供するチャレンジが可能と
なります。

-システム構築

-人的資源

-資金力

-独立／客観

-最先端のフレームワーク

-機動力

-少数精鋭人材

ValueValue クライアントクライアント

-方法論の材料

-ナレッジベース

-グローバルネットワーク
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